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もうすぐ桜の季節ですね。桜の花は春を感じさせてくれ

ます。それに桜といえば卒業式を思い出します。卒業からず

いぶん遠ざかってしまいましたが、僕が次に卒業するのは、

果たして何だろうとふと思ったりします（煙草とお酒を卒業

することはないだろうけれど 。）

小野塚 航

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ②
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高浜荘 消防訓練の巻～

今回の消防訓練では、消火活動の体験をしまし

た。過去にも消防訓練等で消火活動をしたことは

有るのですが、当時は小学生だからか簡単に出来

る様になっていました（小さめの消火器だったか、

内容量を少なくしていたのかは分かりませんが 。）

其の頃に比べ今回の消火器は、かなり重く感じま

した。車椅子に乗ったまま消火活動をした（より

難しく感じた）とは言え、こんな重い物を持って

走って消火活動するのだなと大変さを思い知らさ

れました。

田村 亮彦

まず外で消火器の訓練をみんなでやりました。それから上に上がって、消防についてのク

イズをやりました。最後に乾パン、アルファ米、豚汁をもらいました。とてもおいしかった

。 、 。です みんなで また外で練習したいと思います

小野田 浩



③ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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小田正人です。

自己紹介をします。

４２才。平成３年に某信託銀行入社。
不動産鑑定士を受験したり、融資、回収、証券代行等の業務へ従事したり、東京大学

大学院において修士号を取得しました。
、 、しかし 平成１５年６月に脳出血にて倒れ

昨年９月退社。
趣味は水泳。片手クロールで２５ｍ泳

げます。
三ヶ月意識がなかったけど、助かって

本当に良かったです。
目標は海外に行くことです。フランスと

ニューカレドニアには昔行ったけど、倒

れてからは、どこにも行ってないです。
よろしくお願いします。

午後の
ひととき

ヒ
ュ
ー
マ
ン
の
六
階
多
目
的
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

読
み
語
り
か
ら
始
ま
り
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
や
っ
た
。
女
の

手
品
師
さ
ん
が
ハ
ン
カ
チ
か
ら
鳩
を
出
し
た
。
四
羽
出
た
。
良
か

っ
た
。

歌
と
生
演
奏
を
、
あ
い
は
ー
と
み
な
と
、
み
な
と
工
房
が
や
っ

た
。あ

い
は
ー
と
の
ピ
ア
ノ
や
バ
イ
オ
リ
ン
が
良
か
っ
た
。
ギ
タ
ー

、

、

。

を
弾
き

紹
介
挨
拶
を
し
て
く
れ
て

静
か
に
う
っ
と
り
聞
い
た

歌
が
う
ま
か
っ
た
。

み
な
と
工
房
は
打
楽
器
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
歌
を
歌
っ
て
い
て

良
か
っ
た
。

帰
り
際
に
ク
ッ
キ
ー
を
配
付
し
て
く
れ
た
。
お
菓
子
配
っ
た
方

が
手
を
さ
わ
っ
て
く
れ
た
。

た
ま
に
は
仕
事
を
し
な
い
で
、
こ
う
い
う
の
を
見
に
行
く
の
も

い
い
と
思
う
。
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

松
本

恵
司



第１６回 障害者は外に出よう

『古き良き東京を訪ねて
』－浅草から谷根千まで－

参 加 者 募 集 中！！

日時：５月２４日（日）９時頃～４時３０分頃
※雨天延期の場合は５月３１日（日）

場所：上野、浅草界隈
。 。参加費：５００円※各班一人あたり2500円の予算で行います 詳しくは全体集会で説明します

全体集会：５月１６日（土）２時～４時 場所：港区役所９階大会議室

●『障害者は外に出よう』とは？
今まで家から一歩も外に出たことのない障害者が外に出て色々な風景を見たり、自分自身で気

に入った物を買ったり食べたりして楽しんでもらうという行事です。本番当日は、一班８～１０
名で行動します （介助の必要な障害者１名に対し、３名のボランティアという組み合わせを考え。
ておりますのでご安心下さい ）各班の障害者の方の家に迎えに行き、公共交通機関で散策しなが。
ら最終目的地となる、新橋バルーンに集合してもらいます。また当日は、皆さんが立ち寄った場
所などの思い出を川柳（俳句でも可）にしてもらい、それを句集として後日、参加者にお渡しい
たします。
「外に出よう」には、もう一つ大きな主旨があります。それは、この行事に沢山の障害者が参

加することで、まだ家に籠もっている障害者やその家族に「外に出ようよ」と呼びかけ、世間の
人々に私達は今を精一杯生きてるんだということをアピールし、今のバリアフリーで本当に充分
なのか？という疑問を世間に投げかけられれば幸いです。だからボランティアに来てくれた人達
にも外に出ようを通して今後のバリアフリーに対して障害者と一緒に考え、少しでボランティア
活動に対して興味を持ってくれればこの行事も大成功です。

●全体集会とは？
当日の集合場所やどこに行きたいか、そしてルール説明、及び班の方との顔合わせをかねて開

催します。なので、事前にどこに行きたいかを調べておくのも良いと思います。またボランティ
ア未経験の方の為に、この日に介助の仕方や車椅子の押し方を班内で確認しあっていただきたい

以上のような事を行うので、全体集会にはなるべくご出席下さいますようお願いしと思います。
全体集会参加者には後日、ご案内を送付いたします。また全体集ます。

会当日は、障害者の方を会場まで送迎致しますのでご希望の方は申込み
。 。時にお知らせ下さい 集会のご案内と一緒に送迎時間もお知らせします

★参加者の声（昨年の「外に出よう」より）
●買い物が出来て良かった。
●電車に乗れて良かった。
●場所が近かったので時間が有効に使えて楽しかった。
●天気がとても良かったので気持ち良かったです。
皆さんも一緒に楽しみましょう！！ご応募お待ちしております。

←応募方法は左記をご覧下さい！

二
○
○
八
年
六
月
一

日
に
行
わ
れ
た
「

港

区
歩
い
て
川
柳
を
」

よ
り

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ④

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００９年３月２３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第４５１６号 風の子便り
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『障害者は外に出よう』実行委員会事務局（風の子会内）に下記のことを電話、もし応募方法

くはＦＡＸして下さい。

①性別と職業（社会人か学生か 、資料送付先（自宅住所と電話番号））

②５／１６（土）の全体集会に参加できるか、また５／２４が中止の場合、予備日で

ある３１日には参加可能かどうか。

③障害者の方は、車椅子を使用しているか、全体集会と本番での送迎の有無

※この行事の参加者は、行事保険に加入しますのでご安心下さい。

応募連絡先 障害者は外に出よう事務局（風の子会内）

ＴＥＬ ０３－３４７４－９６７４（担当・岡本）

ＦＡＸ ０３－３４７４－９２１３

メールアドレス sotodeyo＠yahoo.co.jp

応募締切 障害者の参加希望の方は４月２５日（土）

ボランティア希望の方は５月 ９日（土）

障害者は外に出よう構成団体
、 、 、 、麻布１３クラブ 車いすと共に歩く会 すすめる会 東京赤坂ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ

東京神宮ﾗｲｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ、特定非営利活動法人風の子会、ヒューマンクラブ、
港区肢体不自由児(者)愛の会、港区重症心身障害児(者)を守る会、港区身障運転者協会、
港区中途障害者会、立教大学Ｂ・Ｓ・Ａ第８支部

。

今
回
か
ら
ま
た
テ
ー
マ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

『

歴
史
上
の
人
物
で
好
き
な
人
・

嫌
い
な
人

と
』

い
う
お
題
は
、
果
た
し
て
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
書

き
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
ま
た
頭
を

悩
ま
せ
る
テ
ー
マ
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

、

、

、

今
回
の
担
当
メ
ン
バ
ー
は
田
中

右
田

田
村

小
野
塚
の
四
名
で
す
。

ど
う
ぞ
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

僕は歴史は勉強不足で、好きな人物や嫌いな人物

などはいませんが、子どものころから、テレビの時

代劇番組を見ています 「水戸黄門」や「 暴れん坊。 「

将軍」などの古くから行われている番組を、祖母と

一緒に見ていたことを思い出します。ですが、僕の

あこがれの偉人といえば「ヘレン・ケラー」です。

なぜかといえば、子供の頃高熱にあい『視覚・聴覚

・言語』の三重苦の障害にあいながらも、家庭教師

の「サリバン先生」のもとで、スパルタ教育を受け

て、言葉が喋られるようになり、水などの物の認識

ができるようになるまでになりました。先生との二

人三脚の賜だと思います。新たな情報によると、恋

愛や失恋を経験をしたことも３７歳の時にあるそう

です。日本にも来たことがありますし、努力家だと

云うことで尊敬をしています。

田中 聡

私は昔の映画俳優のジェ

ームス・ディーンが好きで

す。何故なら足が長くてか

っこいいからです。あとは

髪型がかっこいいです。あ

んなかっこいい人が今目の

前に生きていたらなあって

思います。

右田 麿子



つづきだよ！

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑥
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『
歴
史
上
の
好
き
・
嫌
い
な
人

物
』
と
言
う
こ
と
で
す
が
僕
は
全
く
持
っ
て

無
知
な
為
、
そ
し
て
故
事
成
句
・
格
言
等
が
好
き
な

為
、
僕
の
好
き
な
故
事
等
か
ら
逆
引
き
（
？
）
し
て
関
連
の

あ
る
有
名
な
人
物
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
『
徳
川
家
康
』
で
す

『
鳴
か
ぬ
な
ら
鳴
く
ま
で
待
と
う
ホ
ト

。

ト
ギ
ス
』
で
知
ら
れ
る
様
に
、
忍
耐
強
い
ら
し
い
か
ら
で
す
（
此
の
句
は

本
人
が
詠
ん
で
は
い
ま
せ
ん

。
余
談
で
更
に
『
歴
史
上
の
』
で
は
な
い
の

）

で
す
が

『
織
田
信
成
（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

』
の
『
～
～
そ
れ
で
い
い

、

）

』

。

『

』

『

』

じ
ゃ
ん
ホ
ト
ト
ギ
ス

も
好
き
で
す

他
に
は

三
本
の
矢

の

毛
利
元
就

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
説
・
脚
色
説
が
濃
厚
で
す
が

や

風
林
火
山
陰
雷

の

武

（

）

『

』

『

田
信
玄

（
信
玄
が
使
っ
た
の
で
有
名
だ
が
、
信
玄
が
最
初
で
は
な
い

『
生

』

）
、

類
憐
れ
み
の
令
（
此
の
様
な
名
の
成
文
法
は
無
く
、
複
数
の
お
触
れ
の
総
称
で

す

』
の
『
徳
川
綱
吉
』
等
が
好
き
で
す
。

）そ
う
い
う
点
で
は
嫌
い
な
人
物
は
『
鳴
か
ぬ
な
ら
殺
し
て
し
ま
え
ホ
ト
ト

ギ
ス
』
と
短
気
・
気
難
し
い
性
格
の
『
織
田
信
長
』
や

『
本
能
寺
の
変
』

、

『

』
、『

、

』

で
有
名
な
謀
反
を
興
し
た

明
智
光
秀

ブ
ル
ー
タ
ス

お
前
も
か

（
実
際
に
は
言
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
て

「
息
子
よ
、
お

、

前
も
か
」
と
言
っ
た
と
も
さ
れ
る
）
で
有
名
な
裏
切
り
行
為
の

『
ブ
ル
ー
タ
ス
』
で
す
。
唯
光
秀
は

『
三
日
天
下
』
で

、

有
名
な
様
に
若
干
同
情
す
る
点
も
有
り
ま
す
が

（
実
際
に
は
十
一
日
の
天
下

。）

田
村

亮
彦

歴
史
上
の
人
物
と
い
わ
れ
て
も
、
な
か
な

。

、

か
す
ぐ
に
思
い
つ
か
な
い

日
本
史
は
好
き
だ
っ
た
し

世
界
の
偉
人
た
ち
も
そ
れ
な
り
に
知
っ
て
は
い
る
が
、
特
に
好

き
だ
と
い
え
る
人
物
を
挙
げ
ろ
と
い
わ
れ
る
と
頭
を
抱
え
て
し
ま
う
。

あ
れ
こ
れ
と
悩
み
な
が
ら
、
必
死
に
な
っ
て
出
て
き
た
人
物
は
ル
ネ
・
デ

カ
ル
ト
だ
。
コ
ギ
ト
・
エ
ル
ゴ
・
ス
ム
は
あ
ま
り
に
も
有
名
だ
が
、
そ
こ
に
至
る

過
程
が
興
味
深
い
。
デ
カ
ル
ト
は
真
理
を
求
め
る
た
め
に
い
っ
た
ん
す
べ
て
の
事
物

を
疑
う
と
い
う
作
業
を
行
う
（
こ
れ
を
方
法
的
懐
疑
と
い
う

。
そ
し
て
肉
体
を
含
む
あ

）

ら
ゆ
る
事
物
が
偽
と
な
り

最
後
に
残
る
の
が
精
神
だ
と
い
う

そ
し
て
デ
カ
ル
ト
は

私

、

。

、「

が
こ
の
よ
う
に
“
全
て
は
偽
で
あ
る
”
と
考
え
て
い
る
間
、
そ
の
私
自
身
は
な
に
も
の
か
で

」

、

。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し

こ
れ
だ
け
は
真
で
あ
る
と
い
え
る
事
を
発
見
す
る
の
で
あ
る

こ
れ
が
有
名
な
「
私
は
考
え
る
、
ゆ
え
に
私
は
あ
る
」
と
い
う
結
に
至
る
の
だ
。

日
常
を
何
気
な
く
通
り
過
ぎ
て
い
く
と
、
物
事
を
当
た
り
前
に
捉
え
す
ぎ
て
し
ま
い
が
ち

だ
。
そ
こ
で
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
り
「
今
や
っ
て
い
る
事
は
、
本
当
に
間
違
っ
て
い
な
い
の

だ
ろ
う
か
？
」
と
自
身
に
問
う
て
み
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
些
細
な
ミ
ス
や
人
と
の
無
意

味
な
誤
解
な
ど
も
回
避
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
方
法
的
懐
疑
と
呼
ぶ
の

は
お
こ
が
ま
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
、
日
常
に
溢
れ
て
い
る
“
思
い
こ
み
”
を

僕
は
で
き
る
だ
け
排
除
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
こ
う
い
う
思
考
は
個
人
的

に
好
き
な
の
だ
。

学
生
の
頃
に
哲
学
を
ち
ら
と
か
じ
り
、
興
味
を
持
っ
た
。
け
れ
ど
そ
れ

。

、

以
来
あ
ま
り
深
く
は
傾
倒
し
て
い
な
い

も
う
少
し
歳
を
と
っ
て

ゆ
っ
く
り
と
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
時
は

じ
っ
く
り
と
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

小
野
塚

航



⑦ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００９年３月２３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第４５１６号 風の子便り

３月２５日（水） 運営委員会

５月２４日（日） 「外に出よう」本番

５月２５日（月） 振替休日

※「外に出よう」は雨天の場合は５月３１日

（ ） 、 （ ）日 に延期 延期の場合は６月１日 月

が振替休日となります

工
房
実
習
所
報
告

二
月
の
内
職
は
名

刺
拭
き
の
仕
事
を
し
ま

し
た
。
今
は
箸
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
自
主

製
品
の
和
紙
を
作
る
仕

事
が
担
当
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
一
所
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

斉
藤

臣
一

企
画
実
習
所
報
告

寄
付
で
、
棚
・
布

団
・
テ
レ
ビ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
事
に
使。

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

そ
し
て
新
し
い
仲
間
も

増
え
、
益
々
活
気
づ
い

て
き
ま
し
た
。

田
中

聡

担当・太田 圭子夕会便り

二
月
七
日

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
つ
い
て

先
週
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
、

つ
い
て
の
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
、
決
を
取
っ

た
結
果
、
賛
成
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
風
の
子

会
も
ネ
ッ
ト
販
売
に
参
入
す
る
方
向
で
い
く
事

に
な
り
ま
し
た
。

二
月
二
十
一
日

歌
と
踊
り
に
つ
い
て

七
月
十
一
日
に
行
わ
れ
る
歌
と
踊
り
の
集
い

に
、
風
の
子
会
は
何
の
演
目
で
参
加
を
す
る
か

を
み
ん
な
で
決
め
ま
し
た
。
歌
と
か
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
と
か
歌
舞
伎
と
か
の
案
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
歌
は
何
を
唄
う
か
、
内
容
は
ど
う
す
る
か

は
徐
々
に
決
め
て
い
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

風
の
子
会
の
ビ
デ
オ
作
成
に
つ
い
て

以
前
か
ら
話
は
あ
っ
た
の
で

す
が
、
今
度
風
の
子
会
で
は
、、

紹
介
ビ
デ
オ
を
作
る
事
に
な
り

委
員
は
三
人
で
職
員
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
、
選
挙
の
結
果
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
田
中
聡
君
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

三
月
七
日

歌
と
踊
り
に
つ
い
て

七
月
の
歌
と
踊
り
に

何
を
唱
う
か
み
ん
な
と

選
び
ま
し
た
が
「
森
の

く
ま
さ
ん
」
を
唱
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

実習所
報告



⑧ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００９年３月２３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第４５１６号 風の子便り

２月１８日 【ビデオ鑑賞】

前半と後半で、映画「少林少

女」を見ました。出演者は、柴咲

コウさんや仲村トオルさんら多数

の芸能人が出てくる映画でした。

ＣＧ等を使い、柴咲コウさんの演

技に注目です。

２月２５日 【星と山の話】
前半に職員の岡本さんが星座の話を、後

半は職員の小林さんが山の話をして下さい

ました。山の話では、小林さんが普段から登

山で使用をしている七つ道具をもっってきて

いただき、一つ一つの使い方を説明してくれ

ました。北アルプスを皆が登るという設定

で、防寒対策や救命救助の仕方なども勉強

しました。まだまだ、僕たちには分からない

道具や、しきたりなどがあると思うので、次

回の学習会で勉強をしていきたいです。

３月４日 【予定決め】

前半と後半を使い、

＆

の予定を決めました。

田中 聡担当：

学習会では初ものが今回

たくさんあるので、楽しみ

です！！



わたるのドミトリーライフ
【ドミトリーとは英語の つまり寮という意味】dormitory

⑨ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００９年３月２３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第４５１６号 風の子便り

第１６話 「女子だよ女子！」なんて驚きつつ戸惑いつつ

入寮式から数日経った頃にはすでに僕の部屋は昨年同様に溜まり場となっていた。それは、

Ｓ先輩やＩ、それに相部屋のＨなどが仲間を部屋に連れ込んで遊びまくるからだった。スーパ

ーファミコンがあり、オーディオも完備し、雑誌や漫画なども溢れているこの部屋は遊び場と

しての条件が揃っていた（夜には麻雀もできる 。新１年生達もよく来ていた。明らかにＳ先）

輩目当てで部屋に来る女子や、ゲームや麻雀などを楽しむ男子など、部屋には新鮮な賑やかさ

も訪れていた。

そう、この年から僕の部屋には女子も来るようになったのだ。それが、僕の部屋だというこ

とではなく、誰でも入りやすい部屋だったとしても、僕にとっては意外な展開だった。前年も

溜まり場と化していた部屋だったが、その頃はあくまでも男子ばかりの男臭い溜まり場で、女

っ気はまるでなかった。それは言ってみれば、小中高時代の実家での賑やかさの延長線上にあ

るともいえる状況だった。

それが、部屋に頻繁に女子がやってくる・・・

それは、驚きの連続のスタートだった。

部屋周りや演劇大会などの“新歓期”にはこの部屋に来る常連の１年達はもうすっかり馴染

。 、 、んでいた 隣の部屋に入ったＴ Ｓ先輩と同部屋のＧなどは暇な時は当然のように部屋に来て

ゲームをしたり雑誌を読んだりゴロゴロしたりしていた。日中、学内をあれこれと回って僕が

寮の部屋に戻ると必ず誰かがいる。それは１年だったりＳ先輩だったりＩだったりと様々だっ

たが、とにかくこの部屋は毎日賑やかで騒がしかった。

そんな賑やかさが常にあったからだろうか、この部屋に女子が当然のようにやってくるよう

になったのは。初めの頃は戸惑い気味に接していた僕も、次第に馴れてくると冗談を言ったり

バカをやったりと打ち解けられるようになっていった。よく来る女子は３人いた。その中の一

人、Ｍは目が大きく可愛らしい髪をしていて、女の子らしい振る舞いを絶やさないコだった。

まあそれは計算でやっていたものだと後に気づかされるのだが、新歓期当初はその可愛らしさ

によく見とれていたものだ。

あとの二人は、Ｍに付き合わされて来ているという感じだった。背の高い、小顔でひょろっ

とした感じのコは、新歓期のころはよくきていたが、やがて自分の仲間ができたのか、徐々に

来る回数は減っていった（そのせいか名前もはっきりと覚えていない 。もう一人は、独特な）

空気をもっていた。ぎょろっとした大きな目であちこちを見回すような表情には不思議な匂い

を漂わせていた。背は小柄で、長い髪を無造作にストレートにしている。僕の第一印象は付き

合いづらそうだ、と思ったものだ。

春が終わる頃には、Ｍの恋も終わったのか、部屋にはぱったりと姿を見せなくなった。それ
でも、３人目だけは以降も部屋によく来る常連でいつづけた。
彼女は、Ｎという。

～ 第１７話につづく ～



ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ⑩

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００９年３月２３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第４５１６号 風の子便り

第
十
六
回

母
の
思
い
出

太
田

稔

島
に
到
着
し
た
僕
た
ち
は
早
速
、
島
観
光
。
何
し
ろ
四
十
年
く
ら
い
前
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
が
、
島

に
は
信
号
機
が
一
個
し
か
な
か
っ
た
ら
し
い
。
（
今
で
は
い
く
つ
も
信
号
機
な
ん
て
出
来
て
い
る
だ
ろ
う
が
）
そ
し
て
宿
に
着
い
た
の
は
午
後
三
時
過

ぎ
だ
っ
た
。
母
は
手
早
く
僕
と
自
分
の
身
支
度
を
整
え
た
。
自
分
の
母
な
が
ら
、
て
き
ぱ
き
と
や
っ
て
く
れ
た
と
今
で
も
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
さ
て
一

日
目
の
夕
食
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
な
が
ら
、
地
元
の
有
志
達
が
「
八
丈
太
鼓
」
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
有
志
達
は
「
私
た
ち
の
太
鼓
を

聞
い
て
く
れ
た
の
だ
か
ら
、
今
度
は
八
丈
太
鼓
を
ど
な
た
か
打
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
そ
の
時
、
「
私
打
っ
て
み
た
い
で
す
」
そ
の
声
は
「
渡
辺
圭
子
」
、
現
在
の
女
房

で
あ
る
。
僕
も
母
も
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
今
の
圭
子
な
ら
解
る
が
、
あ
の
頃
の
圭
子
は
う
ち
に
遊
び
に
来
て
も
恥
ず
か
し
が
り
や
で
、
物
も
ろ
く
に
言
え
な
い
人

だ
っ
た
。
そ
れ
が
あ
ん
な
大
勢
の
人
の
見
て
い
る
前
で
太
鼓
に
挑
戦
し
て
み
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
僕
と
母
は
こ
の
時
く
ら
い
驚
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
八
丈
島
か
ら
帰
る
飛
行
機
の
中
で
母
は
こ
ん
な
話
を
始
め
た
。
「
今
度
の
旅
行
は
稔
と
の
最
後
の
旅
行
に
な
り
そ
う
な
気
が
す
る
わ
」
僕
は
驚
い
た
。
し
か

し
実
は
薄
々
は
気
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
僕
が
驚
い
た
の
は
母
が
何
故
自
分
が
近
い
将
来
亡
く
な
る
と
言
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
か
、
後
で
分
か
っ
た
こ
と
だ
が

そ
れ
を
教
え
た
の
は
、
祖
母
だ
っ
た
。
妹
と
祖
母
と
僕
の
親
友
（
母
の
思
い
出
の
中
頃
に
出
て
く
る
人
物
）
で
、
母
が
ガ
ン
に
冒
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
内
緒
に
し
て

お
こ
う
と
話
し
合
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
母
は
こ
う
言
っ
た
。
「
で
も
私
が
ガ
ン
だ
と
聞
か
さ
れ
て
よ
か
っ
た
。
私
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
ず
い
ぶ
ん
あ

る
か
ら
ね
。
」
そ
れ
か
ら
の
母
は
忙
し
く
な
っ
て
き
た
。
妹
を
連
れ
て
役
所
に
行
っ
た
り
、
家
の
隅
を
妹
に
見
せ
た
り
し
て
い
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十
六
年
の
三
月

も
終
わ
る
頃
僕
は
母
と
桜
を
見
に
行
っ
た
。
桜
の
木
の
下
で
色
々
な
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。
母
は
こ
ん
な
話
か
ら
始
め
た
。
「
稔
、
ご
免
ね
、
稔
よ
り
先
に
死

ぬ
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
わ
。
で
も
、
私
が
死
ん
で
も
稔
な
ら
、
何
と
か
生
き
て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
お
母
さ
ん
は
そ
う
思
い
ま
す
よ
」
母
の
目
は
今

に
も
泣
き
そ
う
に
潤
ん
で
い
た
。
僕
も
母
と
同
じ
気
持
ち
な
の
で
あ
る
。
母
と
僕
は
そ
の
帰
り
、
お
寿
司
屋
さ
ん
に
立
ち
寄
っ
た
。
母
は
僕
に
言
う
。

「
今
日
は
い
く
ら
食
べ
て
も
い
い
わ
よ
、
そ
し
て
ど
ん
な
高
い
ネ
タ
で
も
食
べ
て
も
い
い
わ
よ
」
し
か
し
僕
は
寿
司
な
ど
食
べ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

（
こ
れ
か
ら
僕
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
っ
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
）
「
稔
、
今
日
は
食
べ
な
い
じ
ゃ
な
い
の
、
い
つ
も
は
あ
ん

な
に
よ
く
食
べ
る
の
に
」
寿
司
屋
か
ら
出
た
僕
た
ち
は
帰
る
道
々
母
は
僕
の
こ
と
を
心
配
し
続
け
て
い
た
。
「
貴
方
が
心
配
で
堪
ら
な
い

の
よ
。
私
が
死
ぬ
と
分
か
っ
て
も
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
堪
ら
な
い
わ
」
本
当
は
母
の
言
う
通
り
だ
っ
た
。
（
今
、
母

が
死
ん
だ
ら
僕
は
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
）
母
は
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
後
に
、
日
本
医
科
歯
科
大
学

付
属
病
院
と
い
う
（
場
所
は
定
か
で
は
な
い
）
病
院
に
入
院
し
た
。

次
回
に
続
く



き
ょ
う
さ
れ
ん

第
三
十
二
次
国
会
請
願
署
名
・
募
金
運
動

経
過
報
告

先
々
月
の
会
報
で
皆
様
に
お
願
い
し
ま
し
た
国
会

請
願
署
名
で
す
が
、
多
く
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
沢

山
の
署
名
と
募
金
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
、

現
在
の
署
名
数
と
募
金
額
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

三
月
七
日
現
在

署
名
数
・
・
・

百
三
十
九
筆

募
金
額
・
・
・
一

万
七
千
円

署
名
用
紙
を
実
習
所
に
ご
郵
送
さ
れ
た
皆
様
、
再

度
署
名
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
皆
様
、
募
金
を
下
さ
っ

。

た
皆
様
へ
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
署
名
は
四
月
下
旬
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す

．
．
．
．
．
．
．
．
．

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
署
名
用
紙
は
ま
だ
沢
山
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
希
望

の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

署
名
担
当

丸
岡
秀
明
・
矢
代
奈
津
三

⑪ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００９年３月２３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第４５１６号 風の子便り

国立上野博物館の京都妙心寺とＮＹからのお里帰りの展示品を観て

バレンタインのこの日は５月下旬の暖かさで、歩いていても心地よくて最高のコンディ

ション。会場に着いた時間が早かったせいか、門を入って会場へ行く間の道にも、招待さ

れたような人達は見当たらなかったので心細くなりましたが、会場には大勢の人達が集ま

っていました。始めの３０分間は博物館の先生が妙心寺の成り立ちとか、妙心寺の歴史の

話をした後で、展示品の説明をしてくれましたが、私は歴史が苦手

なのでほとんど右から左（ゴメンナサイ）でした。展示品の説明に

は耳を傾けて一生懸命聞いていた甲斐があり、展示品は主に妙心寺

の草書で書かれた掛け軸や僧侶の肖像画でしたが、中にはＮＹのメ

トロポリタン博物館から、お里帰りをした襖絵や屏風絵も有りしば

し見入ってしまいました。善意銀行様を通じて、この展覧会に御招

待して下さいました、三菱商事株式会社の皆様には本当に感謝して

います。お陰様で心の宝物が増えました。有り難うございました。

太田 圭子

寄付のお礼
２月８日～３月７日

賛助会にご賛同下さった方
小野田和子様

ありがとうございました

お詫び

『 』今月の シベリヤ秘話

連載は作者の都合により

休載させて

いただきま

す。



『
怒
る

・
』

『
叱
る

・

注

』
『

意
す
る

・

諭

』
『

す
』
等
の
言
葉

が
有
り
ま
す
。

時
に
は
怒
り
を

す
る
・
見
せ
る

の
も
必
要
か
と

は

思

い

ま

す

が
、
怒
っ
て
ば

か
り
（
特
に
、

意
味
も
無
く
）

な
の
も
ど
う
か

と
こ
の
頃
特
に
思
い
ま
す
。
大

声
を
張
り
上
げ
て
『
怒
』
の
感

情
を
言
動
に
表
し
て
ば
か
り
よ

り
も
、
自
分
が
冷
静
に
な
り
、

叱
る
（
諭
す
）
方
が
当
事
者
に

も
第
三
者
に
も
良
い
と
思
い
ま

す
。
も
う
既
に
過
ぎ
た
事
に
感

情
を
表
し
怒
る
よ
り
、
注
意
だ
け
で
良
い
と
思
う
の

で
す
が
。
ま
あ
、
子
供
に
対
し
て

（
特
に
自
分
の
子
供
）
と
大
人
と

で
は
違
う
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
。

受
け
売
り
で
す
が

『
言
動
に

、

表
し
て
の
怒
る
に
は
、
八
割
程
が

勢
い
・
感
情
で
喋
っ
て
い
る
為
に
、

後
々
に
な
っ
て
な
ぜ
こ
ん
な
事
を

言
っ
た
の
だ
ろ
う
と
後
悔
し
て
し

ま
う
』
と
有
り
ま
し
た
。

田
村

亮
彦

二
月
に
お
袋
が
目
の
手
術
で
病
院
に
入
っ
て
い
る

、

。

間

八
階
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
行
っ
て
来
ま
し
た

品
川
プ
リ
ン
ス
シ
ネ
マ
に
行
っ
て
、
二
〇
世
紀
少

年
を
観
て
き
た
。
ユ
ー
ス
ケ
サ
ン
タ
マ
リ
ア
が
恐
ろ

し
く
、
ス
リ
ル
感
あ
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
見
に
行

か
せ
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

お
昼
に
フ
ー
ド
コ

ー
ナ
ー
で
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
を
食
べ
に
行
っ

た
。
楽
し
か
っ
た
。

ち
な
み
に
ア
ク
ア

ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
す

ぐ
目
の
前
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
今
度
行
き
た
い
。
五
月
に
八
階
に
泊
ま
り
に

行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

松
本

恵
司

テ
レ
ビ
の
創
世
記
の
頃
か
ら
八
五
年
ま
で
が
、
芸

能
界
＆
テ
レ
ビ
業
界
が
、
一
番
華
や
か
な
時
期
だ
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
銀
幕
の
ス
タ
ー
が
テ
レ
ビ

界
に
進
出
す
る
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
じ
ゃ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
身
近
に
さ
せ
て
く
れ
た
の

が
『
ス
タ
ー
千
一
夜

。
こ
の
番
組
は
ス
タ
ー
の
素
顔

』

が
垣
間
見
得
る
画
期
的
な
番
組
で
し
た
。
な
ん
て
、

さ
も
観
た
か
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
が
、
先
日
フ

ジ
テ
レ
ビ
五
〇
周
年
記
念
番
組
を
観
た
か
ら
で
す
。

僕
の
時
代
は
七
〇
～
八
八
年
代
ま
で
が
一
番
の
思
い

出
で
す
。
景
気
が
安
定
し
て
い
た
お
か
げ
で
沢
山
の

面
白
い
番
組
が
観
ら
れ
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
番
組
で
い

う
と
『
な
る
ほ
ど
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
』
や
『
世
界
ま

る
ご
と
Ｈ
ｏ
ｗ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ

。
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
は

』

『
レ
コ
ー
ド
会
社
対
抗
大
運
動
会

『
芸
能
人
水
泳

』
、

大
会
』
等
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
一
番
好
き
だ
っ

た
の
は
『

報
告
』
で
す
。
ま
さ

ス
タ
ー
ど
っ
き
り
)

し
く
タ
イ
ト
ル
通
り
ス
タ
ー
に
ど
っ
き
り
さ
せ
る
の

で
す
が
、
そ
の
ど
っ
き
り
さ
せ
る

仕
掛
け
が
大
が
か
り
で
手
が
込
ん

で
い
て
タ
ネ
を
明
か
さ
れ
た
時
の

ス
タ
ー
の
素
顔
が
面
白
く
腹
を
か

か
え
て
笑
っ
た
の
を
懐
か
し
く
思

い
ま
す
。

三
木

直
人
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